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論 文 内容 の要 旨

本論文は､フランスとドイツの係争の地であった7ルザスの歴史を､国民国家論や ｢中心と周縁｣

といった視座を動員して分析し､ナシオンとフ*ルクのはぎまで生きた ｢アルザス人の近代｣を描い

た研究である｡7茸からなる本論文の内容は以下のようである｡

第 1車｢く最後の授業)再考｣では､1871年のアルザスの ドイツへの割譲が､フランスにおいてど
のように受け止められ､またそれ以降の7ラ/スの国民観ーそして国民競合にどのような影書を与え

たかという問題を､Tルフナ/ス･ドーデの塩婿小説 ｢最後の授弟｣ーおよびその続編 ｢新しい先生｣

を中心に検討している｡アルザスを､フラノスのみならず世界に広めたこの物語を再考することによっ

て､ この時期のフランスにおいてどのような ｢アルザス｣が必要とされ､どのようなメッセー･)那

｢国民｣に届けられたのかを明らかにしている｡

フランス ｢国民｣再籍集のシ/ポルともなったアJL,ザスは､フランス語とは異なるアルザス語の問

題や､Tルザスの政治動向や心理状態を無祝したまま､｢フランスを愛しつづける7JL,ザス｣として

描き出され､多様な文化装置を通L:て喧伝された｡このアルザスの現実感と理想潜の不離が､第一次

世界大戦後､フランスへの ｢復帰｣に際して､アルザスに起こった混乱と､内地フランスとの対立の

人きIiL原因とIsったことが､ ドイツ統治下のアルザスの状況やー第一次世界大戦中の7ルザス人の心

理状況を検討することによって明らかにされた｡

第2章 ｢教科書の中の丁ルザス･ロレーヌ｣では､第1章でみたアルザスのイメージ形成a)実態を､

第三共和政期の初等教育教科善から抽出し､同時に国民国家と教育の関係を考蕉している｡その結果､

也



｢アJL,ザス｣のシンポJL,横能がより一層明らかになると同時に､｢国民の義務｣としての ｢国防｣や

｢兵役｣の強調も明らかとなり､両人戦をドイツ側で戦ったアルザスが抱えざるをえなかったトラウ

マの一因を垣間見ることができる｡

第3章 ｢(フランスを愛するアルザス)の物語｣では､前章まで検討 してきた ｢フランスを愛 しつ

づけるアルザス｣像が､アルザス別 からも形成された例として､アンシHANSlの作品を論じている.

｢アンシおじさん｣こと､ジャン-ジャック.ゲTルツの作品とその人生を素材にして､アルザスか

ら発信された ｢フランスを愛するアルザス｣像が持つ問題性と同時にアルザスの重層性や多様性が解

明された｡

第一次世界大戦前夜､フランスが ｢丁ルザスそのもの｣と信じたアンシの作品および彼の政治的立

場は､実は当時の丁ルすスでは少数派に屈するものであった｡しかし ｢フランス向け｣に書かれたイ

ラストや絵本は大成功を収め､彼は ｢当時フランスで点も有名な丁ルザス人の一人｣となる｡それが､

大戦後のフランスと丁ルすスの乱軽をより深める一因ともなった｡また戦間期にはその形書力を失っ

たアンシの作品が､第二次大戦後のTルザスで復活し､現在もキ十ラクターとして使用されているこ

とと､第7章で見る第二次大戦下でアルザスが被った体験およびその ｢トラウマ｣との関係について

も､第3章の末尾で考察している｡

第4章 ｢第一次大概籾におけるアルザスの く国民意識)の変容｣では､ ドイツ帝国時代のアルザス

(=アルザスのドイツ化過程)を概観した上で､-/イI)ッブ･ユセールのE]妃から読解できる当時の

アルザスの状況と､ユセ-ル自身の心†削こついて考察している.その結果､ ドイツとフランスの間で

揺れ動きつつも､したたかに現実に対応するアルザス人の姿が浮き彫りになったb

第5葺｢くドイツ国民〉から くフランス国民)へ｣ではー前辛同様ユセ-ルのE]記や他のアルザス
人の回想録などを用いながら､第一次大戦終戦直後のアルザスの状況を生活史的に捉え直し､フラン

スへの同化政策が､どれほど大きrlL変化と混乱をTJL,ザスにもたらしたのかを分析している｡その結

果､普仏戟争以東40年間ドイツ読治下で過ごしたアルザスのフランス化､さらにはアルザス人のフラ

ンス人化 (-国民化)が､暴力的な様相を呈したことが明らかになった｡この問題は､第7童で論じ

るように､第二次世界大戦期に主客転倒した形でナチス･ドイツによって換り返されるはずである｡

第6葺 ｢アルザスのある家族史｣では､これまで自治主義運動の観点から論じられてきた戦間期の

アルザスを､あえてフィJJyプ･ユセールの ｢家族｣の歩みから牌射し､この時期の7ルザスにおけ

る ｢家族｣の別離と､その心情に焦点を当てて叙述している｡同時に､この時期の自治主義連動が抱

えていた問題点にも目配りがなされている｡ ドイツとフランスに引き裂かれた家族は､それゆえに激

しく平和を求め､また両方の国に ｢根｣を持つ存在として自らを規定しており､その中で自治主義運

動に対しては､どのようfi橿頬のものであれ ｢平和を脅かすもの｣として臣従を置いていることが分

かった｡そして､平fuへの取いが断たれ再び ｢ドイツ人｣となることを求められた時､ユセール一家
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がどのように対応したのかについて､｢国民｣意識およびアイデンティティの視点から再論されてい

る｡

第7葦 ｢マルグレ･ヌと く国民的記憶)｣では､｢アルザス最大の悲劇｣とされる第二次世界大戦期

のマルグレ･ヌ (ドイツ軍への強制召集兵)の体験を証言や残された手紙fiどから辿り､その一端を

紹介すると同時に彼らの体験が現在どのように語られているのか､何のために語られているのかを考

察している.

ナチス･ドイツによる ｢強制召集｣については.その悲劇から半世紀を経た1990年代に入ってよう

やく当事者たちが蛋いロを開き､またそれが ｢歴史｣の研究対象として取り上げられはじめたoLか

し､｢何のために語るのか｣という視点からその証言や研究を振り返る時､そこにはアルザスに今な

お煉り続ける憤りや苦痛とともに､アルザスと ｢国民的記憶｣のねじれ現象も､また浮かび上がって

くるC第二次世界大戦の体験は､かつてアルザスに見られた ｢国民/民族｣意紙の流動性や可変性､

偏狭なナショナリズムに対する適和感などにアルザス自身が否定的な評価を下すという結果をもたら

したことが解明された｡

終章に当たる ｢おわりに｣では､アルザスの ｢記憶｣と ｢歴史｣の関係を象徴する今E]的なメモリ

アル､すなわち2005年夏にシルメックに建設された ｢アルザス近現代史記念館｣について考察し､オ

ラドゥ-ルの虐殺記念館との比較も念節に置きつつ､｢犠牲者｣としての記憶から歴史への転換の意

義を考えると同時に､アルザス近現代史を語ることの難 しさとその蛋要さについて再確認を行.'てい

る｡

以上が本論文の内容の要旨であるQ
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論 文 審 査 の結 果 の要 旨

ドイツとフランスのはざまに位置するアルザスの近代史が興味深いのは､地竣史としてのおもしろ

さにあるだけではない｡アルザスは､梶田孝道の3層構造 (地域 ･国家 ･EU)の実額例として今日

的重要性を持っのみならず､国民Eg家論的な視座からも重要な歴史を提供している｡さらに､1970代

以降の社会史パラダイムがマイ/リティやマルジノーの領域を切り開き､ウォーラーステインの ｢中

心と周縁｣モデルがそうした動向に樟さすに至った｡ここにこそ､本論文の研究意義と研究史上の位

産がある｡

本論文は､仏独両国の係争の地であったアルザスの歴史を､国民国家論や ｢中心と周縁｣といった

視座を動員して分析し､｢ナシオンnat10n｣と ｢フ*ルタvolk｣のはぎまで生きた ｢アルザス人の

近代｣を描いた研究であり､全体は7章からなっている｡

第 1章 ｢く最後の授業)再考｣では､1871年のアルザスのドイツへの割譲が､フランスにおいてど

のように受け止められ､またそれ以降のフランスの国民観､そして国民統合にどのような影廿を与え

たかという問題を､アルフオンス･ドーデの塩析小鋭 ｢最後の授業｣､およびその続編 ｢新しい先生｣

を中心に検討している｡ フランスのみならず世界にアルザスを広めた ｢最後の授業｣と､忘れ去られ

た ｢新しい先生｣を再考することによって､この時期のフランスにおいてどのような ｢アルザス｣像

が必要とされ､どのようなメ7セージが ｢国民｣に届けられたのかを明らかにしたo

つまり､｢対独復学｣というフランス ｢国民｣再結集のシンボルともなったアルザスは､フランス

では､フランス語ではないアルザス語の問題は無視され､さらに､アルザスの政治動向や心理状態と

は無縁な ｢フランスを愛しつづけるアルザス｣として描き出され､多様な文化装置を通じてそのイメー

ジが喧伝された｡こうしたアルザスの現実態と理想態の奉献が､第一次世界大戦後のフランスへの

｢復帰｣に際して､アルザスが直面した混乱と､内地フランスとの対立の大きな原因となったことが､

ドイツ統治下のアルザスの状況や､第一次世界大戦中のアルザス人の心理状況を検討することによっ

て明らかにされた｡第1葺は､r思想Jに発表されて高い評価i･得た論故である｡

第 2章 ｢教科書の中のアルザス･ロレーヌ｣では､第 1章でみた7ルザスのイメージ形成の実態を､

第三共和政期の初等教育教科書を3期に分けて抽出して検討していろ｡その結果､｢アルザス｣のシ

ンボル機能がより一層明らかになると同時に､｢国民の義務｣としての ｢国防｣や ｢兵役｣の強鞘も

明らかとなり､両大戦をドイツ側で戦ったアルザスが抱えざるをえなかったトラウマの一因を垣間見

ることができる｡

第3章 ｢(フランスを愛するアルザス)の物語｣では､前章まで検討してきた ｢フランスを愛しつ

五



づけるアルザス｣俊が､アルザス側からも発信された例としてアンI/fiANS工の作品を論 じている｡

｢アyシおL:さん｣こと､ ジャン=ジャソク･ヴT/L,ツの作品とその人生を素材にして､アルザスか

ら発信された ｢フランスを愛するアルザス｣俊が持つ問題性と同時にアルザス人の心理構造の重層性

が解明された｡

第一次世界大戦前夜､フランスが ｢アルザスそのもの｣と信じたアンシの作品および彼の政治的立

場は､実は当時のアルザスでは少数派に属するものであった｡しかし ｢プラ/ス向け｣に背かれたイ

ラストや絵本は大成功を収め､彼は ｢当時フランスで長も有名な丁ルザス人の一人｣と11る｡それが､

大戦後のフランスと丁ルザスの札群をより深める一因ともなった｡また戟間期にはその影響力を失っ

た丁ンシの作品が､第二次大戦後のアルザスで復活し現在もキ+ラクタ-として使用されていること､

第7童で見る第二次大戦下で7ルザスが被った体簸およびその ｢トラウマ｣との関係についても､第

3章の末尾で考案している｡

欝4章から第6章は､第一次世界大戦から戟間期にかけての丁ルザスの新たIL国籍変更をめぐる混

乱と､その渦中における人々の意識のあり様を､ミュルーズの小学校教師であったフィリップ･ユセー

ルの日吉己を参照しながら辿り､｢国民化｣をめぐる矛盾と対立､その中でのアイデンティティの変容

を検W.している｡第4草 ｢第一次大概期における丁ルザスの く国民意放)の変容｣では､ ドイツ帝国

時代のアルザス (-アルザスのドイツ化過程)を概観した上で､ブイリ77'･ユセールの日記から読

解できる当時の丁ルザスの状況と､ユセール自身の心情について考察している｡その結果､ ドイツと

フランスの間で揺れ動きっっも､したたかに現実に対応するアルザス人の姿が浄書彫りにlj:-･'た｡

策5章｢くドイツ国民)から くフランス国民)へ｣では､前奇同様ユセールの日記やその他のアル
ザス人の勘想録などを用いながら､第一次大戦終戦直後のアルザスの状況を捉え直し､フランスへの

同化政茄が､どれほど大きな変化と混乱をアルザスにもたらしたのかを分析 している｡その結果､普

仏戦争以来47年間 ドイツ統治下で過ごしたアルザスのフランス化､さらにはアルザス人のフランス人

化 (-国民化)が､暴力的な様相を呈したことが明らかにfI.･'た｡この問題は､第7章で論じられる

ように､第二次Lu-界大戦期に主客転倒した形でナチス ･ドイツによって繰り返されるはずである｡

第6章 ｢アルザスのある家族史｣では､これまで自治主義運動の観点から論じられてきた戦間期の

Tルサスi･､あえてフイリIyプ･ユセ-ルの ｢家族｣の歩みから照射し､この時期のアルザスにおけ

る ｢家族｣の別転と､その心情に焦点を当てて叙述している｡同時に､この時期の自治主義運動が抱

えていた問題点にも目配りがなされている｡ ドイツとフランスに引き裂かれた家族は､それゆえに激

しく平和を求め､また両方の国に ｢般｣を持つ存在として自らを規定しており､その中で自治主義運

動に別しては､どのようfl健類のものであれ ｢平和を脅かすもの｣として臣従を遣いていることが分

かった｡そしてー平和への願いが断たれ､再び ｢ドイツ人｣とflることを求められた時､ユセール一

家がどのように対応したのかについて､｢Bi)民｣悪意およびアイデンティティの視点から再論されて

也



いる｡

第7章 ｢マル'/L/･ヌと くEg民的記憶)｣では､｢アルザス長大の悲&1｣とされる第二次世界大載期

のマルグレ･ヌ (ドイツ軍への強制召集兵)の体額を証言や残された手続などから辿り､その一棟を

紹介すると同時に彼らの体験が現在どのように語られているのか､何のために語られているのかを考

案し､｢歴史と記憶｣の問題に切り込んだ研究である｡

ナチス･ドイツによる ｢強制召集｣については､その悲劇から半世紀を経た1990年代にようやく当

市者たちが重い口を開き､それが ｢歴史｣の研究対象として取り上げられはじめた｡ しかし､｢何o)

ために語るのか｣という視点から､その証言や研究を振り返る時.そこにはアルザスに今なお煉り続

ける憤りや苦痛とともに､アルザスと ｢国民的記憶｣のねじれ現象も､また浮かび上がってくる｡第

二次世界大戦の体鼓は､かつてTJL,ザスに見られた ｢国民/民族｣意丑の流動性や可塑性､ナショナ

リズムに対する違和感ljどにアルザス自身が否定的な評価を下し､｢被害者としてのアルザス人｣苦

虫が､逆に､ フランスの ｢国民的記憶への回収｣という結果をもたらしていることが論じられた｡

｢あわりに｣では､Tルザスの ｢記憶｣と ｢歴史｣の関係を象徴する今El的なメモリアル､すなわ

ち2005年夏にシルメ･}クに建設された ｢アルザス近現代史記念館｣について考察し､オラドゥールの

虐殺記念館との比較も念頭に置きつつ､｢犠牲者｣としての記憶から歴史への転換の意義を考えると

同時に､7ルザス近現代史を語ることの難しさとその事妾さについて再確認を行っている｡第7草と

｢おわりに｣は､留学の成果が活かされた論敬であるo

論者は､本論文において､アJL,ザスの歴史を単なる地域史ではなくて､｢中心と周縁｣の地政学や

政治力学にも目配りしつつーさらに国際関係史的な視点も失わずーアルザスに住む人々の心性にまで

おりてーアルザス人のアイデ/ティティ複合を描ききったQこの意味で､本論文は､今後のエリ7･

スタディーズのモデルとなる研究といってよいだろう｡

他方で､アルザスという研究対象に切り込み､器用に整理する貧者の研究能力は高く評佑できるが､

視点の壮大さがやや空転 してこぢんまりと着地してしまったという批判も出されたCまた､引用にや

や･荒さが見られる点や､ナショナル･7イアンティティの分析はあるが､アルザス･アイデンティティ

についてもうl-2歩掘り下げる必要がありはしないか､｢中心と周縁｣という位置づけ自体､国民

団家的枠組みではないのか､4つの性格の適う史料を時系列的に並べる史料操作に間超はないのか等

のコメントもなされた｡

ともあれ､以上の7つの肇はすべて雑誌に公表済みであり､第 1辛が r思想』(887号､1998)､第

2章が中谷猛編 rナショナル ･丁イアンティティ論の現在)(晃洋青房､2003)､第4辛が ql寧楽史苑J

(43号､1998)､第 5章が西川良夫編 r世紀転換期の国際秩序とEE民文化の形成J(伯官房､1999)､

第3量と第 6章と邦7音が r立命館言語文化研究J(服に､第12巷3号､20CO､第14巷3号､2001､

第15巻4号､2004)に掲載され､学会で評価を得た論故も多い｡なお本詮文は､来年度に果洋書房か

Jr.J



ら出版予定である｡

以上､審査委員会は､論文提出者 中本共生子を奈良女子大学博士 (文学)の学位を授与するにふ

さわしい者と認定した｡

也




